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１．当中間期の連結業績等に関する定性的情報 

 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

 

当中間連結会計期間の国内経済は、輸出・生産面に新興国経済の減速の影響がみられるものの、企業収益

が改善する中、雇用・所得環境の改善を背景に、個人消費も底堅く推移するなど、緩やかな回復の動きが続

きました。 

富山県経済も一部に弱さもみられるものの、新幹線開業効果を背景に緩やかな回復の動きが続きました。

企業活動においては、製造業では、医薬品や軸受などの一般機械、電子電気機械、非鉄金属の生産は堅調に

推移し、鉄鋼、繊維は横ばい、アルミニウム建材、輸送機械、プラスチックは減少しました。非製造業では、

情報サービスは横ばい、小売業は全体として堅調に推移しました。 

金融面では、短期金利は 0.1％を下回る水準で推移し、長期金利は米国長期金利の低下等を受けて、期末

には 0.3％台前半で推移しました。 

 損益の状況については、経常収益は、資金運用収益や役務取引等収益が増加したこと等から、前年同期比

103 百万円増加して 5,149 百万円となりました。一方、経常費用は、営業経費が低減したこと等から、前年

同期比 206 百万円減少して 3,850 百万円となりました。この結果、経常利益は前年同期比 310 百万円増加し

て 1,299 百万円となり、これに特別損失、法人税等を加減した親会社株主に帰属する中間純利益は前年同期

比 64 百万円増加して 863 百万円となりました。 

 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

 

主要勘定では、預金は引続き地域に密着した営業基盤の拡充に努め、個人預金等が増加したことから、前

連結会計年度末比 6,075 百万円増加し、437,436 百万円となりました。貸出金は、事業性貸出金が増加した

ことから、前連結会計年度末比 3,129 百万円増加し、276,718 百万円となりました。有価証券は、金利リス

クに配意するとともに安定収益と流動性確保を目的に資金の効率的な運用に努めた結果、前連結会計年度末

比 13,261 百万円減少し、153,104 百万円となりました。 

 

(3)連結業績予想に関する定性的情報 

 

平成 27 年５月 11 日に公表いたしました平成 28 年３月期通期の業績予想を修正しております。詳細は、本

日（平成 27 年 11 月 11 日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」を参照して下さい。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 （会計方針の変更） 

（「企業結合に関する会計基準」等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下、「企業結合会計基準」

という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下、「連結

会計基準」という。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25 年９月 13 日。

以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、当中間連結会計期間から適用し、支配が継続している場合

の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生

した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当中間連結会計期間の期首以後

実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日

の属する中間連結会計期間の中間連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、中間純利益

等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更

を反映させるため、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については、中間連結財務諸表及び連結財務

諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項(4)、連結会計基準第 44-5 項(4)及

び事業分離等会計基準第 57-4 項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当中間連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。 

この結果、当中間連結会計期間の税金等調整前中間純利益は 554 百万円減少しております。また、当中

間連結会計期間末の資本剰余金が 554 百万円増加しております。 

当中間連結会計期間の中間連結株主資本等変動計算書の資本剰余金の期末残高は 554 百万円増加してお

ります。 
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 (4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
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Ⅰ　平成27年度中間期決算の概要

1. 　損益状況【単体】

（1）コア業務純益

の増益）となりました。

（2）経常利益

　コア業務純益の増加を主因に、経常利益は1,220百万円（前年同期比304百万円の増益）となりました。

（3）中間純利益

　 　上記の結果、中間純利益は840百万円（前年同期比163百万円の増益）となりました。

（単位：百万円）

1 4,177 187 3,990

2 3,480 178 3,301

資 金 利 益 3 3,085 145 2,940

役 務 取 引 等 利 益 4 387 37 350

そ の 他 業 務 利 益 5 7 △ 3 11

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) ① 6 ( ― ) ( ― ) ( ― )

7 2,621 △ 118 2,739

8 859 297 562

9 859 297 562

10 △ 111 △ 111 ―

11 971 408 562

12 249 △ 104 354

う ち 不 良 債 権 処 理 額 ④ 13 118 118 ―

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ⑤ 14 ― △ 8 8

( 貸 倒 償 却 引 当 費 用 ③ ＋ ④ － ⑤ ) 15 6 15 △ 8

う ち 株 式 等 関 係 損 益 16 230 △ 40 270

17 1,220 304 916

18 △ 2 △ 1 △ 1

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益 19 △ 2 △ 1 △ 1

20 1,218 303 915

21 840 163 677

(注) 1.金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

 　　2.コア業務純益は、「業務純益」－「国債等債券損益(5勘定尻)」＋「一般貸倒引当金繰入額」です。

平成26年9月期比

　資金利益及び役務取引等利益の増加や経費の低減から、コア業務純益は859百万円（前年同期比297百万円

平成27年9月期 平成26年9月期

中 間 純 利 益

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

業務純益(一般貸倒引当金繰入前)②

コ ア 業 務 純 益 （ ② － ① ）

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ③

業 務 純 益

臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税 引 前 中 間 純 利 益
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2. 　主要勘定の状況【単体】

(1)貸出金

　貸出金は、成長分野貸出金（医療・福祉）の増加が寄与し、残高は2,782億円（前年同期比65億円増加）

となりました。

（単位：億円）

　 うち医療・福祉向け

(2)預金

　預金は、個人預金・法人預金ともに増加し、4,380億円（前年同期比184億円増加）となりました。

（単位：億円）

う ち 個 人 預 金

う ち 法 人 預 金

平成27年9月期 平成26年9月期

平成26年9月期比

991 135 855

貸 出 金 （ 末 残 ） 2,782 65 2,716

平成26年9月期比

平成27年9月期 平成26年9月期

155 16 139

預 金 （ 末 残 ） 4,380 184 4,195

3,388 48 3,339

2,751 2,716 2,782

0

1,000

2,000

3,000

25/9 26/9 27/9

（単位：億円）

貸出金残高推移貸出金

4,143 4,195
4,380

2,000

3,000

4,000

25/9 26/9 27/9

（単位：億円）
預金残高推移預金

118

139
155

0

50

100

150

200

25/9 26/9 27/9

（単位：億円）

成長分野貸出金（医療・福祉）残高推移医療・福祉

3,323 3,339 3,388

2,000

3,000

4,000

25/9 26/9 27/9

（単位：億円）
個人預金残高推移個人預金
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3. 　健全性の状況【単体】

(1)自己資本比率

　自己資本比率規制（バーゼルⅢ・国内基準）に基づく自己資本比率は、10.19％となり国内基準行に

求められる健全性基準の４％を大幅に上回っております。

（単位：％、億円）

リスク・アセットの額の合計額

（注）　バーゼルⅢ基準は、金融機関の健全性をさらに向上させるため、コア資本を基に算定される

　　　自己資本比率の基準です。国内基準行には、平成26年3月期より適用されております。

(2)不良債権

　お取引先企業に対する経営改善支援に取組んだ結果、不良債権（金融再生法ベース）の合計は99億

円、総与信残高に占める割合は3.50％（前年同期末比0.74％低下）となりました。

（単位：億円、％）

平成27年9月末 平成26年9月末

自 己 資 本 比 率 10.19 10.16

バーゼルⅢ基準

0.03

平成26年9月末比

自 己 資 本 （コ ア資 本） 221 215

2,173 2,121

5

51

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

破産更正債権及びこれらに準ずる債権 36 △ 5 41

危険債権 40 △ 10 50

要管理債権 23 △ 2 25

小計(Ａ) 99 △ 18 117

正常債権 2,737 76 2,660

総与信残高(Ｂ) 2,836 57 2,778

総与信残高に占める割合(Ａ)／(Ｂ) 3.50 △ 0.74 4.24

129
117

99

4.58 4.24

3.50

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

0

50

100

150

200

25/9 26/9 27/9

（単位：億円、％）
金融再生法開示債権額・比率の推移

10.16 10.01 10.19

4.00

6.00

8.00

10.00

26/9 27/3 27/9

（単位：％）

自己資本比率推移
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Ⅱ　平成27年度中間期決算資料

1. 　損益状況

　【単体】 （単位：百万円）

1 3,480 178 3,301

2 3,480 178 3,301

3 3,408 236 3,171

4 3,408 236 3,171

資 金 利 益 5 3,023 199 2,824

役 務 取 引 等 利 益 6 384 36 347

そ の 他 業 務 利 益 7 ― ― ―

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) 8 ( ― ) ( ― ) ( ― )

9 72 △ 57 129

10 72 △ 57 129

資 金 利 益 11 62 △ 53 115

役 務 取 引 等 利 益 12 2 0 2

そ の 他 業 務 利 益 13 7 △ 3 11

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) 14 ( ― ) ( ― ) ( ― )

15 2,621 △ 118 2,739

16 1,300 △ 33 1,333

17 1,168 △ 102 1,271

18 152 18 134

19 859 297 562

20 859 297 562

21 △ 111 △ 111 ―

22 971 408 562

23 ― ― ―

24 249 △ 104 354

25 118 118 ―

貸 出 金 償 却 26 ― ― ―

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 27 118 118 ―

そ の 他 の 債 権 売 却 損 等 28 ― ― ―

29 ― ― ―

30 ― △ 8 8

31 6 15 △ 8

32 230 △ 40 270

株 式 等 売 却 益 33 230 △ 39 270

株 式 等 売 却 損 34 0 0 ―

株 式 等 償 却 35 ― ― ―

36 26 5 21

37 111 57 54

38 1,220 304 916

39 △ 2 △ 1 △ 1

40 △ 2 △ 1 △ 1

41 1,218 303 915

42 435 321 114

43 △ 58 △ 181 122

44 377 139 237

45 840 163 677

(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

平成27年9月期 平成26年9月期

平成26年9月期比

除 く 国 債 等 債 券 損 益 (5 勘 定 尻 )

業 務 粗 利 益

( 除 く 国 債 等 債 券 損 益 (5 勘 定 尻 ))

国 内 業 務 粗 利 益

(除く国債等債券損益(5勘定尻))

国 際 業 務 粗 利 益

(除く国債等債券損益(5勘定尻))

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

人 件 費

物 件 費

税 金

業務純益 (一般貸倒引当金繰入前)

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

う ち 国 債 等 債 券 損 益 (5 勘 定 尻 )

臨 時 損 益

② 不 良 債 権 処 理 額

③ 特 定 海 外 債 権 引 当 勘 定 繰 入

(貸倒償却引当費用①＋②＋③－④)

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

④ 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

償 却 債 権 取 立 益

中 間 純 利 益

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計
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2. 　損益状況

　【連結】 （単位：百万円）

1 3,562 159 3,402

資 金 利 益 2 3,063 147 2,916

役 務 取 引 等 利 益 3 410 35 374

そ の 他 業 務 利 益 4 88 △ 23 112

5 2,618 △ 146 2,765

6 △ 16 2 △ 19

貸 出 金 償 却 7 ― ― ―

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 8 ― ― ―

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 9 ― ― ―

そ の 他 の 債 権 売 却 損 等 10 ― ― ―

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 11 16 △ 2 19

12 230 △ 40 270

13 109 46 62

14 1,299 310 989

15 △ 2 △ 111 109

16 1,297 198 1,098

17 438 318 119

18 △ 58 △ 181 122

19 380 137 242

20 916 60 856

21 53 △ 3 57

22 863 64 799

(注) 連結粗利益＝(資金運用収益－資金調達費用)＋(役務取引等収益－役務取引等費用)

　 　　　　　　＋(その他業務収益－その他業務費用)

(参考) （単位：百万円）

23 916 290 625

(注) 連結業務純益＝単体業務純益＋子会社業務純益－内部取引

(連結対象会社数) （単位：社）

24 2 0 2

25 ― ― ―

平成27年9月期 平成26年9月期

平成26年9月期比

中 間 純 利 益

連 結 粗 利 益

営 業 経 費

貸 倒 償 却 引 当 費 用

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他

経 常 利 益

特 別 損 益

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

非支配株主に帰属する中間純利益

親会社株主に帰属する中間純利益

連 結 業 務 純 益

連 結 子 会 社 数

持 分 法 適 用 会 社 数
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3. 　利鞘【単体】

　(1) 全体 （単位：％）

資金運用利回 (A)

貸出金利回

有価証券利回

資金調達原価 (B)

預金等利回

経費率

総資金利鞘 (A)－(B)

預貸金利鞘

　(2) 国内部門 （単位：％）

資金運用利回 (A)

貸出金利回

有価証券利回

資金調達原価 (B)

預金等利回

経費率

総資金利鞘 (A)－(B)

預貸金利鞘

4. 　ＲＯＥ【単体】 （単位：％）

業務純益ベース(一般貸倒引当金繰入前)

業務純益ベース

中間純利益ベース

5. 　有価証券関係損益【単体】 （単位：百万円）

国債等債券損益(５勘定尻)

国債等債券売却益

国債等債券償還益

国債等債券売却損

国債等債券償還損

国債等債券償却

株式等損益(３勘定尻)

株式等売却益

株式等売却損

株式等償却

1.42 △ 0.12 1.54

1.71 0.42 1.29

平成27年9月期 平成26年9月期

平成26年9月期比

1.43 0.03 1.40

1.21 △ 0.09 1.30

0.17 0.12 0.05

1.26 △ 0.09 1.35

0.05 0.00 0.05

平成26年9月期比

1.40 0.05 1.35

1.42 △ 0.12 1.54

0.16 △ 0.02 0.18

平成27年9月期 平成26年9月期

0.05 0.00 0.05

1.70 0.50 1.20

1.24 △ 0.09 1.33

0.18 △ 0.02 0.20

平成27年9月期 平成26年9月期

1.19 △ 0.09 1.28

0.16 0.14 0.02

5.14 0.31 4.83

ＲＯＥ＝
業務純益 (中間純利益)

　×100
(期首純資産＋期末純資産)÷２

平成26年9月期比

5.26 1.25 4.01

5.94 1.93 4.01

― ― ―

― ― ―

平成27年9月期 平成26年9月期

平成26年9月期比

― ― ―

― ― ―

230 △ 40 270

― ― ―

― ― ―

― ― ―

230 △ 39 270

0 0 ―
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6. 　時価のある有価証券の評価損益【単体】 （単位：百万円）

満期保有目的

その他有価証券

株　式

債　券

その他

合計

株　式

債　券

その他

7. 　自己資本比率(国内基準)

　【単体】 （単位：百万円）

％ ％ ％

(1)自己資本比率

(2)コア資本に係る基礎項目の額

(3)コア資本に係る調整項目の額

(4)自己資本の額　(2)－(3)

(5)リスク・アセットの額の合計額

　【連結】 （単位：百万円）

％ ％ ％

(1)自己資本比率

(2)コア資本に係る基礎項目の額

(3)コア資本に係る調整項目の額

(4)自己資本の額　(2)－(3)

(5)リスク・アセットの額の合計額

平成27年9月末 平成26年9月末

評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損
26年9月末比

143

14,321 2,063 14,754 433 12,258 12,573 315

1 119 1 0 △ 118 24

200

3,123 576 3,140 17 2,546 2,562 16

7,223 1,697 7,395 171 5,526 5,727

98

14,322 2,183 14,755 433 12,139 12,597 458

3,974 △ 210 4,219 244 4,184 4,283

200

3,123 567 3,141 17 2,556 2,572 16

7,223 1,697 7,395 171 5,526 5,727

バーゼルⅢ基準

2413,974 △ 81 4,219 244 4,056 4,297

バーゼルⅢ基準

10.19

22,455

306

平成26年9月末

平成26年9月末比

0.03 10.16

881 21,573

306 ―

22,148

217,323

平成27年9月末

平成27年9月末

10.63

574 21,573

5,186 212,136

23,864

325

23,539

221,243

593 22,946

5,381 215,862

平成26年9月末

平成26年9月末比

0.01 10.62

918 22,946

325 ―
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Ⅲ　貸出金の状況

1. 　リスク管理債権の状況

　【単体】 （単位：百万円）

(リスク管理債権)

（単位：％）

(リスク管理債権比率)

　【連結】 （単位：百万円）

(リスク管理債権)

（単位：％）

(リスク管理債権比率)

平成27年9月末 平成26年9月末

３ヵ月以上延滞債権額 455 339 115

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 1,874 △ 550 2,424

平成26年9月末比

破 綻 先 債 権 額 999 △ 379 1,379

延 滞 債 権 額 6,572 △ 1,242 7,814

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

破 綻 先 債 権 額 0.35 △ 0.15 0.50

合　　計　　(Ａ) 9,901 △ 1,832 11,734

貸出金残高(末残) (Ｂ) 278,214 6,569 271,644

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.67 △ 0.22 0.89

合　　計　(Ａ)／(Ｂ) 3.55 △ 0.76 4.31

延 滞 債 権 額 2.36 △ 0.51 2.87

３ヵ月以上延滞債権額 0.16 0.12 0.04

延 滞 債 権 額 6,736 △ 1,239 7,975

３ヵ月以上延滞債権額 455 339 115

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

破 綻 先 債 権 額 1,025 △ 377 1,403

貸出金残高(末残) (Ｄ) 276,718 6,724 269,994

平成27年9月末 平成26年9月末

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 1,874 △ 550 2,424

合　　計　　(Ｃ) 10,090 △ 1,828 11,919

平成26年9月末比

破 綻 先 債 権 額 0.37 △ 0.14 0.51

延 滞 債 権 額 2.43 △ 0.52 2.95

合　　計　(Ｃ)／(Ｄ) 3.64 △ 0.77 4.41

３ヵ月以上延滞債権額 0.16 0.12 0.04

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.67 △ 0.22 0.89
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2. 　金融再生法開示債権

　【単体】 （単位：百万円）

（単位：％）

3. 　金融再生法開示債権の保全状況

　【単体】 （単位：百万円）

（単位：％）

4. 　貸倒引当金の状況

　【単体】 （単位：百万円）

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

破産更正債権及びこれらに準ずる債権 3,605 △ 590 4,196

危 険 債 権 4,000 △ 1,049 5,050

要 管 理 債 権 2,329 △ 211 2,540

合　　計　　(Ａ) 9,935 △ 1,851 11,787

総 与 信 残 高 (Ｂ) 283,671 5,796 277,874

破産更正債権及びこれらに準ずる債権 1.27 △ 0.24 1.51

危 険 債 権 1.41 △ 0.40 1.81

要 管 理 債 権 0.82 △ 0.09 0.91

総与信残高に占める割合(Ａ)／(Ｂ) 3.50 △ 0.74 4.24

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

保 全 額 (Ｃ) 8,494 △ 1,238 9,732

担 保 等 に よ る 保 全 額 5,966 △ 1,043 7,010

貸 倒 引 当 金 残 高 2,528 △ 194 2,722

保 全 率 (Ｃ)／(Ａ) 85.49 2.92 82.57

平成27年9月末 平成26年9月末

個 別 貸 倒 引 当 金 2,075 △ 217 2,293

平成26年9月末比

貸 倒 引 当 金 合 計 2,980 △ 288 3,269

一 般 貸 倒 引 当 金 905 △ 71 976
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5. 　預金・貸出金等の状況【単体】

　(1) 預金・貸出金の残高 （単位：百万円）

預　金(末残)

預　金(平残)

貸出金(末残)

貸出金(平残)

　(2) 個人・法人別預金残高 （単位：百万円）

個　　人

法　　人

合　　計

　(3) 貸出金業種別残高 （単位：百万円）

　(4) 消費者ローン残高 （単位：百万円）

消費者ローン残高

住宅ローン残高

その他ローン残高

　(5) 中小企業等貸出金 （単位：百万円、％）

中小企業等貸出金残高　①

総貸出金残高　　　　　②

中小企業等貸出金比率　①／②

　(6) 預かり資産残高 （単位：百万円）

投　資　信　託

国　　　　　債

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

438,014 18,492 419,522

270,388 2,556 267,832

平成27年9月末 平成26年9月末

429,774 12,256 417,518

278,214 6,569 271,644

438,014 18,492 419,522

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

338,819 4,895 333,923

99,195 13,596 85,598

平成26年9月末比

国内（除く特別国際金融取引分） 278,214 6,569 271,644

製 造 業 46,772 1,132 45,639

鉱業、採石業、砂利採取業 90 25 64

建 設 業 16,110 △ 1,275 17,385

農 業 、 林 業 2,581 △ 122 2,704

漁 業 ― ― ―

運 輸 業 、 郵 便 業 7,614 △ 1,127 8,741

卸 売 業 、 小 売 業 23,601 99 23,501

電気・ガス・熱供給・水道業 4,887 396 4,490

情 報 通 信 業 1,606 △ 0 1,607

各 種 サ ー ビ ス 業 28,907 2,689 26,218

地 方 公 共 団 体 50,247 △ 1,008 51,256

金 融 業 、 保 険 業 15,790 1,115 14,675

不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業 25,348 4,215 21,132

平成26年9月末比

50,924 △ 261 51,186

45,446 △ 678 46,124

そ の 他 54,655 428 54,226

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

185,123 3,248 181,875

278,214 6,569 271,644

5,478 417 5,061

平成27年9月末 平成26年9月末

平成26年9月末比

10,599 △ 252 10,852

1,458 △ 1,749 3,207

66.53 △ 0.42 66.95

平成27年9月末 平成26年9月末
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